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編
著
者
ま
え
が
き

一
　
ハ
ザ
ー
ル
と
は

ハ
ザ
ー
ル
は
六
世
紀
中
頃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
部
に
出
現
し
た
騎
馬
民
族
で
あ
る
。
出
自
は
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
民
族

集
団
と
し
て
注
目
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
ト
ル
コ
系
騎
馬
民
族
の
様
相
を
色
濃
く
持
つ
。
出
現
当
初
は
遊
牧
を
行
い
、

ト
ル
コ
系
言
語
を
話
し
、
謎
め
い
た
突
厥
文
字
を
使
用
す
る
。
彼
ら
は
近
隣
の
民
族
を
圧
倒
し
、
七
世
紀
中
頃
王
国
（
カ
ガ

ン
国
）
を
築
き
、
黒
海
・
ア
ゾ
フ
海
・
カ
ス
ピ
海
沿
岸
草
原
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
覇
を
唱
え
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ビ
ザ
ン

ツ
帝
国
と
イ
ス
ラ
ム
教
の
ア
ラ
ブ
帝
国
の
狭
間
に
立
っ
て
ユ
ダ
ヤ
教
を
受
容
し
て
国
教
と
す
る
と
い
う
史
上
稀
有
に
近
い
行

動
を
と
る
。
王
国
の
底
辺
を
支
え
た
民
の
人
種
は
雑
多
と
想
像
さ
れ
る
が
、
国
家
建
設
の
中
核
と
な
っ
た
の
は
、
百
七
十
年

余
に
わ
た
っ
て
万
里
の
長
城
の
内
外
で
中
国
と
激
烈
な
死
闘
を
演
じ
、
つ
い
に
唐
の
粘
り
強
く
か
つ
奸
智
に
た
け
た
軍
事
・
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外
交
の
前
に
敗
れ
去
り
、
新
天
地
を
求
め
て
西
へ
走
っ
た
突
厥
の
王
家
阿あ

し

な
史
那
氏
の
一
枝
で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
興
味
を
引

く
。
ま
さ
に
東
西
交
流
の
要
所
に
あ
っ
て
、
両
者
を
強
く
結
び
つ
け
る
役
を
は
た
し
た
民
族
で
あ
り
、
国
家
で
あ
っ
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
の
死
後
ま
も
な
く
ア
ラ
ブ
勢
力
は
急
速
に
強
大
化
し
、
近
辺
諸
国
を
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
征
服
し
始
め
る
。
北

に
向
っ
た
大
軍
勢
は
カ
フ
カ
ス
へ
と
突
入
す
る
が
、
そ
れ
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
は
雪
を
頂
く
峨が

が峨
た
る
山
脈
だ
け
で
は
な

い
。
要
所
要
所
を
固
め
て
い
た
ハ
ザ
ー
ル
の
組
織
的
軍
隊
で
あ
っ
た
。
防
衛
軍
は
伝
統
的
騎
馬
戦
闘
術
（
例
え
ば
馬
車
に
よ

る
円
陣
）
ま
で
も
繰
り
出
し
て
、
果
敢
な
抵
抗
を
行
い
、
侵
入
軍
を
幾
度
も
南
へ
と
撃
退
す
る
。

も
し
、
ア
ラ
ブ
軍
が
カ
フ
カ
ス
を
通
り
抜
け
れ
ば
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
も
ち
ろ
ん
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
道
は
広
々
と
開

か
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
、
は
て
は
、
チ
ェ
コ
も
イ
ス
ラ
ム
化
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

ハ
ザ
ー
ル
は
ア
ラ
ブ
と
の
戦
役
を
一
世
紀
余
に
わ
た
り
闘
い
抜
き
、
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
東
方
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
侵
入
を

く
い
と
め
、
現
在
あ
る
か
た
ち
で
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
指
揮
下
の
フ

ラ
ン
ク
王
国
騎
兵
軍
が
ピ
レ
ネ
ー
を
越
え
て
進
撃
し
て
き
た
ア
ラ
ブ
軍
を
ト
ゥ
ー
ル
・
ポ
ワ
テ
ィ
エ
間
の
戦
で
撃
退
し
た

の
に
比
肩
さ
れ
る
歴
史
的
大
功
績
で
あ
る
と
言
う
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
学
者
も
い
る
。
し
か
し
、
一
方
は
歴
史
の
教
科
書
に

大
書
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
は
常
識
と
な
る
の
に
対
し
、
ハ
ザ
ー
ル
の
「
功
績
」
は
忘
れ
ら
れ
、
無
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、

そ
の
ル
ー
ツ
が
我
々
と
同
じ
ア
ジ
ア
人
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
国
教
が
ユ
ダ
ヤ
教
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
か
。

ユ
ダ
ヤ
人
は
ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
り
国
家
を
奪
わ
れ
、
国
無
し
の
民
と
し
て
世
界
に
離
散
流
浪
し
、
迫
害
に
晒
さ
れ
る
が
、

中
世
に
至
っ
て
、
ハ
ザ
ー
ル
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
教
国
が
東
方
の
遥
か
か
な
た
の
草
原
の
ど
こ
か
に
あ
る
と
い
う
噂
を
耳
に
し
、

驚
き
、
鼓
舞
さ
れ
、
ハ
ザ
ー
ル
国
探
索
活
動
を
展
開
す
る
。

最
も
熱
心
か
つ
精
力
的
で
あ
っ
た
の
は
、
十
世
紀
中
葉
ス
ペ
イ
ン
、
コ
ル
ド
バ
の
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
外
交
・
通
商
・
財
政
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の
大
臣
の
地
位
に
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
ハ
ス
ダ
イ
・
イ
ブ
ン
・
シ
ャ
プ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
恐
ら
く
世
界
各
地
に
張
り
巡

ら
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
ユ
ダ
ヤ
商
人
の
情
報
・
連
絡
網
を
頼
り
に
、
ハ
ザ
ー
ル
国
王
に
手
紙
を
届
け
、
返
書
を
受
け
取
る

こ
と
に
成
功
す
る
。
二
人
の
往
復
書
簡
は
千
余
年
の
時
の
破
壊
力
に
耐
え
、
現
在
に
伝
え
ら
れ
、
学
者
に
よ
っ
て
解
読
さ
れ

る
。
ま
た
、
十
九
世
紀
末
に
は
カ
イ
ロ
の
ユ
ダ
ヤ
教
会
堂
の
文ゲ

ニ

ー

ザ

書
秘
蔵
庫
か
ら
大
量
の
古
文
書
が
出
て
く
る
が
、
そ
の
中
に

ハ
ス
ダ
イ
に
宛
て
た
と
お
ぼ
し
い
無
名
氏
の
書
簡
や
ハ
ザ
ー
ル
の
ユ
ダ
ヤ
教
市
民
の
救
済
活
動
に
関
す
る
文
書
が
発
見
さ
れ
、

ハ
ザ
ー
ル
国
の
内
情
が
よ
り
細
密
に
描
け
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
伝
奇
に
満
ち
た
一
篇
の
物
語
と
な
る
が
、
ハ
ザ
ー
ル
史
そ
の
も
の
は
現
在
に
生
き
る
我
々
に
興
味
尽
き
な

い
問
題
と
謎
を
投
げ
か
け
る
。

現
在
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
ア
ラ
ブ
人
居
住
地
域
へ
の
侵
攻
に
よ
っ
て
お
こ
る
人
道
危
機
を
前
に
し
て
、
世
界
の
注
目
は
中

近
東
に
注
が
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
を
構
成
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
と
は
一
体
誰
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
政
治
や
国
際
関
係
に
関
心
が
な
い
人
で
も
、
学
芸
分
野
や
政
界
・
経
済
界
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
天
才
・
実
力
者
の
活
躍
に

は
目
を
見
張
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
に
世
界
で
耳
目
を
集
め
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
部
分
は
、
モ
ー
セ
な
ど
『
旧
約
聖
書
』
に
登
場
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
と
は

全
く
関
係
な
く
、
十
世
紀
末
ル
シ
（
ロ
シ
ア
）
に
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
東
欧
に
離
散
し
た
ハ
ザ
ー
ル
の
末
裔
で
あ
る
と
い
う
説

が
広
ま
っ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
本
当
な
ら
、
血
で
血
を
洗
う
戦
争
を
繰
り
返
し
、
今
も
流
血
の
惨
事
を
日
常
的
に
ひ
き
お

こ
す
原
因
と
な
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
よ
う
な
説
が

正
し
い
か
ど
う
か
、
曲
が
り
な
り
に
も
判
断
す
る
た
め
に
は
ハ
ザ
ー
ル
史
の
あ
る
程
度
正
し
い
知
識
が
我
々
に
今
必
要
と
な

ろ
う
。

ハ
ザ
ー
ル
が
東
ア
ジ
ア
の
島
国
に
住
む
我
々
日
本
人
に
と
り
な
ぜ
面
白
い
か
は
、
日
本
の
建
国
に
関
し
騎
馬
民
族
説
が
声
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高
に
唱
え
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
ハ
ザ
ー
ル
で
は
二
ダ
ブ
ル
・
キ
ン
グ
シ
ツ
プ

重
王
権
が
実
践
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
理
由
と

な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
本
論
を
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
天
皇
制
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
二
重
王
権
と
し
て
存
続
し
て
き
た
。
二
重
王
権
は
す

で
に
邪
馬
台
国
の
昔
か
ら
あ
る
。
女
王
卑
弥
呼
は
「
鬼
道
に
仕
え
」
神
が
か
り
と
な
っ
て
神
託
を
伝
え
る
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ

り
、
聖
的
権
威
を
担
う
。
政
治
の
実
務
を
担
当
す
る
の
は
弟
で
あ
り
、
俗
的
権
力
を
握
っ
て
い
た
。
こ
の
聖
俗
の
権
力
が
二

身
に
分
離
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
国
の
乱
れ
を
予
防
す
る
目
的
で
導
入
さ
れ
た
と
い
う
文
脈
で
『
三
国
志
・
魏
志
倭
人
伝
』
の

中
に
置
か
れ
て
い
る
の
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ヤ
マ
ト
政
権
で
は
天
皇
は
聖
的
権
威
と
俗
的
権
力
を
兼
ね
そ
な
え
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
す
ぐ
に
「
天
皇
不

執
政
」
説
が
取
沙
汰
さ
れ
る
状
態
に
な
る
。「
聖
」「
俗
」
の
一
身
の
集
中
と
二
身
の
分
離
は
時
代
に
よ
っ
て
多
少
傾
き
が
異

る
と
は
い
え
、
二
重
王
権
の
流
れ
は
天
皇
家
と
藤
原
氏
、
天
皇
と
将
軍
、「
天
皇
機
関
説
」
が
問
題
に
さ
れ
る
中
で
の
昭
和

天
皇
と
軍
閥
と
い
う
か
た
ち
で
、
一
本
の
屋
台
骨
の
よ
う
に
し
て
日
本
史
を
貫
く
。
精
神
的
「
権
威
」
と
実
務
的
「
権
力
」

の
分
離
と
そ
の
使
い
わ
け
に
よ
る
体
制
維
持
は
、
家
・
町
村
組
織
・
会
社
・
官
庁
・
大
学
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
。

こ
の
「
二
重
王
権
」
は
ハ
ザ
ー
ル
史
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
ハ
ザ
ー
ル
の
カ
ガ
ン
は
「
聖
」
を
演
出
し
、
精
神
的
権
威
を

担
い
、
将ベ

ク軍
（
な
い
し
王
）
は
「
俗
」
を
代
表
し
、
徴
税
権
な
ど
絶
大
な
世
俗
的
権
力
を
持
ち
、
集
め
た
税
金
も
勝
手
に
使

い
、
そ
れ
に
関
し
カ
ガ
ン
に
報
告
義
務
が
な
い
。
カ
ガ
ン
を
位
に
つ
け
る
の
も
将
軍
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
カ
ガ
ン
の
前

で
は
跪き

拝は
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
ハ
ザ
ー
ル
の
地
を
旅
し
た
ア
ラ
ブ
の
旅
行
家
・
地
誌
家
の
証
言
に
よ
る
事
実
説
明

や
そ
の
仕
組
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
一
部
第
五
章
に
ゆ
ず
る
が
、
ハ
ザ
ー
ル
の
二
重
王
権
の
実
態
は
、
日
本
の
政
治
体
制
を

よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
恰
好
の
外
在
的
対
比
物
を
提
供
す
る
。
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丸
山
眞
男
が
か
つ
て
天
皇
制
の
中
に
見
出
し
た
無
責
任
体
制
は
日
本
特
殊
論
の
文
脈
の
中
で
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
ハ
ザ
ー
ル
史
を
知
る
と
、
無
責
任
体
制
は
二
重
王
権
と
い
う
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
中
に
危
機
処
理
装
置
と
し
て
は
め
込

ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
世
界
各
所
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
制
の
中
に
広
く
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
我
々
の
中
に

呼
び
起
す
。
ハ
ザ
ー
ル
史
の
知
識
は
天
皇
制
論
議
の
深
ま
り
に
も
、
ま
た
、
体
制
維
持
と
は
何
か
と
い
う
認
識
の
深
化
に
も

役
立
つ
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
　
本
書
の
構
成

本
書
は
三
部
よ
り
な
る
。

第
一
部
は
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
プ
レ
ト
ニ
ョ
ー
ヴ
ァ
著
『
ハ
ザ
ー
ル
』（130

）
の
全
訳
で
あ
る
。「
謎
の
帝
国
」
と
副

題
を
添
え
た
が
、
同
書
の
和
訳
が
一
九
九
六
年
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
折
、
同
社
編
集
部
と
相
談
の
上
付
加
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
踏
襲
で
あ
る
。

第
二
部
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
ハ
ザ
ー
ル
往
復
書
簡
の
翻
訳
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
・
ハ
ザ
ー
ル
往
復
書
簡
は
次
の
四
文
書
か
ら
成
る
。

一
　
ハ
ザ
ー
ル
皇
帝
ヨ
セ
フ
宛
ハ
ス
ダ
イ
・
イ
ブ
ン
・
シ
ャ
プ
ル
ト
の
書
簡

二
　
ハ
ザ
ー
ル
皇
帝
ヨ
セ
フ
の
返
書
（
短
小
版
）

三
　
無
名
ハ
ザ
ー
ル
・
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
書
簡

四
　
ユ
ダ
ヤ
・
ハ
ザ
ー
ル
往
復
書
簡
出
版
に
際
し
て
の
イ
サ
ア
ク
・
ア
ク
リ
シ
の
序
文
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一
を
「
ハ
ス
ダ
イ
書
簡
」、
二
を
「
ヨ
セ
フ
書
簡
」、
三
を
「
無
名
氏
書
簡
」、
四
を
「
ア
ク
リ
シ
序
文
」
と
略
称
す
る
。

原
文
は
全
て
古
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
あ
り
、
一
、
二
、
四
は
コ
コ
フ
ツ
ォ
フ
『
十
世
紀
ユ
ダ
ヤ
・
ハ
ザ
ー
ル
往
復
書
簡
』

（119
）
に
掲
げ
ら
れ
た
露
訳
か
ら
、
三
は
ゴ
ル
ブ
、
プ
リ
ツ
ァ
ク
『
十
世
紀
ハ
ザ
ー
ル
の
ヘ
ブ
ラ
イ
文
書
』（41

）
に
掲
げ

ら
れ
た
ゴ
ル
ブ
に
よ
る
英
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。

コ
コ
フ
ツ
ォ
フ
、
Ｐ
・
Ｋ
（
一
八
六
一
―
一
九
四
二
年
）
は
ロ
シ
ア
の
東
洋
学
者
。
セ
ム
系
言
語
の
研
究
者
、
ロ
シ
ア
に

お
け
る
ヘ
ブ
ラ
イ
学
の
創
始
者
で
あ
る
。
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
東
洋
語
学
部
卒
。
一
九
三
〇
年
ま
で
当
大
学
で

教
鞭
を
と
る
。
先
に
掲
げ
た
書
（119

）
は
原
典
翻
刻
・
翻
訳
・
注
釈
の
模
範
と
い
わ
れ
る
。

ゴ
ル
ブ
、
Ｎ
（
一
九
二
八
―
二
〇
二
〇
年
）
は
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
学
者
。
ユ
ダ
ヤ
史
専
攻
。
シ
カ
ゴ
大
学
教
授
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
移
民
の
子
弟
。
死
海
文
書
の
研
究
、「
キ
エ
フ
文
書
」（14

：305-311

）
の
発
見
・
研
究
で
知
ら
れ
る
。

現
時
点
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
・
ハ
ザ
ー
ル
往
復
書
簡
の
内
容
の
概
略
的
把
握
の
一
助
に
な
る
か
と
思
い
、
こ
れ
ら
の
露
訳
・

英
訳
か
ら
訳
出
し
た
（
将
来
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
堪
能
な
史
家
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
う
）。
逐
語
訳
に
は
意
義

が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
平
明
さ
を
目
指
し
て
訳
す
よ
う
努
め
た
。

第
三
部
「
ハ
ザ
ー
ル
探
索
小
史
略
」
は
三
章
に
分
か
れ
る
。

第
一
章
「
手
紙
に
よ
る
探
索
」
は
、
発
信
、
発
刊
順
に
並
べ
た
ユ
ダ
ヤ
・
ハ
ザ
ー
ル
往
復
書
簡
の
解
説
で
あ
る
。
第
二
章

「
か
ら
み
つ
く
政
治
」
は
、
近
代
社
会
の
駆
動
力
で
も
あ
り
宿
痾
で
も
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
革
命
の
乱
反
射
を
浴
び
て

立
ち
現
れ
る
ハ
ザ
ー
ル
像
の
変
遷
を
跡
付
け
る
試
み
で
あ
る
。
第
三
章
「『
ハ
ザ
ー
ル
―
―
謎
の
帝
国
』
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、

日
本
に
お
け
る
ハ
ザ
ー
ル
紹
介
の
一
端
に
触
れ
る
と
共
に
、
第
一
部
『
ハ
ザ
ー
ル
―
―
謎
の
帝
国
』
の
解
説
と
著
者
プ
レ
ト

ニ
ョ
ー
ヴ
ァ
訪
問
記
に
当
て
る
。


